
作成

代表取締役　杉山晴彦

環 境 レ ポ ー ト
令和 ７ 年

(令和７年１月～令和７年１２月）

令和　８年 　２月１２日

浜松環境整備株式会社
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②

③

⑤

収集運搬量（汚泥） 2023年　   0ｔ 2024年　   0ｔ 2025年　   0ｔ

設立

資本金

事業年度

昭和４０年４月 １日

組 織 の 概 要

①　事業者名及び 浜松環境整備株式会社

　　代表者名 代表取締役 杉山　　晴彦

名　　 　　称

本　　　 　社

葵東営業所

⑦　主要御取引先様 本田技研工業株式会社　トランスミッション製造部　様　

浜松４００ ち １７８６

浜松４８０ く  ９１８１

浜松８００ す ３９７６

産業廃棄物収集運搬業
許可番号

静岡県　　02201029747

環境管理責任者　　　山田　訓広

静岡県浜松市中央区伊左地町２１３１番地

静岡県浜松市中央区葵東１丁目3番43号

2023年3月決算

１６３百万円

４７名

2023年  140.8t

１,０００万円

産業廃棄物収集運搬業

⑧　認証の対象範囲 全従業員

対象組織：全社（本社・葵東営業所）

対象活動：ビルメンテナンス・産業廃棄物収集運搬

浜松４８０ こ ８９５７

220㎡

事務担当者

事業所名及び所在地 認証の対象

認証の対象

備考

作成日　　　令和　８年　２月１０日

浜松８００ さ  ９５５０

所　在　地 延床面積

106㎡

2025年3月決算

１７０百万円

４７名

2025年 231.8 t

３０００㎏

環境管理責任者

2024年  307.8t

2024年3月決算事  業  実  績

自動車登録番号

浜松８００ す ４８５５

⑥　事業の規模

④　事業内容

３０００㎏

１５００㎏

３５０㎏

３５０㎏

型　　　　式

パワフル吸引車

吸引車

吸引車

積  載  量

２２００㎏

リフト付軽トラック

連　絡　先

０５３－４７３－２１６２

０５３－４８５－０４３５

所　       属

葵東営業所

売上高

従   業   員  数

１６２百万円

４７名

収集運搬車両

三    菱

三    菱

三    菱

平ボディー車

軽トラックホ ン ダ

処理実績の対象期間は各年の1月～１２月

　１３台（内　収集運搬車輌　6台）

4月1日～翌年3月31日

本　　　   社

収集運搬量（廃油）

有効年月日

令和　８年 ８月１９日

ビルメンテナンス業

処理実績

ホ ン ダ

許可年月日 許  可  品  目

全９品目
廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び
陶磁器くず、がれき類、汚泥、廃油、紙くず、木くず、繊維くず

氏　       名

山田　訓広

増田　幸子

保有自動車台数

三    菱

令和　３年 ８月２０日
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制   定
改   訂
改   訂
改   訂

改訂者

・車両・作業管理

・実施状況の確認

・文書類の作成、管理

・実施状況の確認

総務グループ

　・代表の補佐

　・システムの総責任者

　・システムの実績を代表に報告

山田　訓広

　・環境経営計画の推進

山田　訓広

総務係長

平成２０年 １１月 １日

令和 ４年 ２月 １日

　・全体の評価と見直し

平成３１年 ２月 １日

本社

事務管理

・システム運用上の

・実施状況の確認

・文書類の作成、管理

　・環境経営方針の決定

（代表代行）

常務取締役

臼井　正文

営業所長

浜 松 環 境 整 備 株 式 会 社 実 施 体 制

副委員長

（兼務）委員長

　・同計画の見直し検討

（代表/統轄責任者）

代表取締役 杉山 晴彦

杉山　晴彦

環境管理委員会

　・同計画の進捗状況のチェック

（環境管理責任者）

代表取締役

葵東営業所

総務グループ

葵東営業所

業務第２係

平成２７年 ２月 １日
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1

①

②

③

④

2

3

4

5

制 定 日
改 定 日

環 境 経 営 方 針

　当社は企業活動を通じた地域社会への貢献と地域の環境保全を社是とする。
この社是に基づき、主たる事業であるビルメンテナンス・産業廃棄物収集運搬業
における環境への負荷を最小限にとどめるよう業務を推進し、社業を通じた地域
社会への貢献、環境保全に継続的に取り組むこととする。

環境経営理念

基本方針

環境に配慮した製品の積極的な導入をすすめて、グリーン購入を推
進する。

廃棄物の減量と分別再資源化に取り組む

全従業員に「環境経営方針」の理解と協力を求め、環境保全活動に対して
周知徹底を図り、環境負荷軽減への取組を推進する。

CO2排出量の減少の為、燃油･電力の使用量削減に取り組む。

水使用量、化学物質使用量の削減に取り組む。

令和 ４年 ２月 1日

代表取締役　杉 山 晴彦

浜松環境整備株式会社

環境に関連する法規・規制・協定及び顧客の要求する事項を遵守する。

環境経営方針に基づき環境経営目標を定め、その達成の為に環境経営計
画を策定する。また定期的に見直しを行うことで継続的な改善に努め活動
を推進する。

収集運搬業務遂行時の環境に対する負荷の軽減に努め、また収集運搬時
の環境事故防止に取り組む。

地域の環境に配慮した業務遂行と、地域での環境活動への積極的な参加
に取り組む。

平成２０年１１月 1日
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項目 単位 削減率（基準年比）

CO2排出量 ㎏-CO2 -6.6%

購入電力 ｋＷｈ -2.1%

ガソリン使用量 ℓ -1.8%

軽油使用量 ℓ -14.3%

灯油使用量 ℓ -6.5%

水使用量 ㎥ -8.8%

グリーン購入率 ％ 107.1%

項目 単位 対基準年比

廃棄物排出量 ｔ -4.0%

目標値 24,830 24,745 24,660

基準年比 -6.9% -7.2% -7.5%

目標値 14,350 14,300 14,250

基準年比 -2.4% -2.8% -3.1%

目標値 3,680 3,670 3,660

基準年比 -2.0% -2.3% -2.6%

目標値 3,130 3,120 3,110

基準年比 -14.6% -14.9% -15.1%

目標値 580 575 570

基準年比 -7.3% -8.1% -8.9%

目標値 390 385 380

基準年比 -9.9% -11.1% -12.2%

目標値 91.5% 92.0% 92.5%

基準年比 107.6% 108.2% 108.8%

目標値 1.710 1.700 1.690

基準年比 -4.5% -5.1% -5.6%

グリーン購入実績
（割合/件数ベース）

％ 85.0%

基準年（2021年）

1.791

購入電力の二酸化炭素排出係数は、中部電力２０１８年度調整後（事業者全体）係数　0.472（kg-CO2/ｋWh)を使用。

廃棄物排出量 ｔ

14,708 14,400

２０２６年度 環境経営目標（２０２６年１月～２０２６年１２月）
基準年（2018年） 目標数値

26,671 24,916

3,756 3,690
3,665 3,140

626 585

収集運搬時には環境に配慮した運行に努める。実行内容は環境活動計画に定める。

433 395

基準年（2021年） 目標数値

1.791 1.720

特定化学物質(PRTR法対象物質）の使用計画は無い

地域での環境活動への積極的な参加については、定期的活動への参加を継続する。

また、本社事務所周りの清掃、葵東営業所駐車場の草刈等、現在実施している活動は継続する。

85.0% 91.0%

廃棄物排出量は2025年より対象を見直し、産業廃棄物排出量を合算することとした。このため本項目のみ2021年
を基準年とする。廃プラスチックの立米／トンの換算率は0.35とする。

また、環境事故を起こさないよう、手順に従った安全作業を実施する。

中 期 　環 境 経 営 目 標

項目 単位 基準年(２０１８年)
２０２７年目標
及び削減率

２０２８年目標
及び削減率

２０２９年目標
及び削減率

ＣＯ２排出量 ㎏-CO2 26,671

購入電力 ｋＷｈ 14,708

ガソリン使用量 ℓ 3,756

軽油使用量 ℓ 3,665

灯油使用量 ℓ 626

水使用量 ㎥ 433

２０２６年　２月１０日　　環境管理責任者　山田　訓広

特定化学物質(PRTR法対象物質）の使用計画は無い

地域での環境活動への積極的な参加については、定期的活動への参加を継続する。

また、本社事務所周りの清掃、葵東営業所駐車場の草刈等、現在実施している活動は継続する。

収集運搬時には環境に配慮した運行に努める。実行内容は環境活動計画に定める。

また、環境事故を起こさないよう、手順に従った安全作業を実施する。

対象期間は1月～12月の暦年とする。
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

計画 ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画

実績

計画 ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績

計画 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

実績

増田
黒川

増田
黒川

増田
黒川

臼井

増田

久留島

臼井

購入時

コピー用紙の両面使用

不要な紙の再利用

蛇口に節水こまの設置

水漏れ点検の実施

トイレの水流し音発生器の活
用

環境セミナー等への参加

朝礼時、環境及び安全衛生
教育の実施

作業内容見直しによる、その
他化学物質使用量削減

特定化学物質含有製品不使
用の維持

排気ガス、騒音等の抑制のた
め適正な車輌整備

計画的、効率的な運転ルート
の走行

作業手順に従った安全作業
の実施（環境事故防止）

近隣への情報公開の推進

教育訓練及
び社内啓蒙

化学物質使
用量の削減

受託産業廃
棄物の収集
運搬におけ
る環境配慮

グリーン購
入推進

増田

水使用量の
削減

近隣への配慮活動（本社周り
清掃・駐車場草刈等）

暖房使用時の室温に応じたス
イッチのＯＮ，ＯＦＦの徹底

燃
油
使
用
量
の
削
減

二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
の
低
減

廃棄物排出
量の削減

グリーン購入チェックリストにて
購入管理

大型機材については省エネ
製品に特定

物品購入時に省エネ、環境配
慮製品を優先

ゴミ分別の徹底によるペットボ
トル、瓶、缶等のリサイクル

購
入
電
力
量
の
削
減

陽射しの室内への導入（冬
期）

環境コミュニ
ケーション
および

地域環境活
動への貢献

自社HPによる企業情報及び
環境活動状況の公開

臼井 ◎は環境ページの更新を予定

臼井

山田
杉山

所属企業団体と連携した地域
貢献活動の実施及び参加

購入時

不要な荷物を降ろす

急発進、急加速の禁止

カーエアコンを控える/作業中
のエアコン停止

計画的、効率的な運転ルート
の走行

タイヤの空気圧チェック

各車両別に燃費計測を実施

山田
久留島
杉山

不必要なアイドリングの禁止

実績の推移に留意すること

◎時はグリーンカーテンの更新を予定

照明器具のON、OFFの徹底
（単独スイッチ設置）

コンセント抜き差しの徹底

エアコンの設定温度、夏２
８℃、冬２３℃に設定

グリーンカーテンの設置（継
続）

機材更新時の省エネ機材導
入を推進

増田
黒川

臼井

山田
杉山

主催団体スケジュールに合わせ随時

FAXのペーパーレス

２０２６年　環境経営計画
作成　令和　８年　２月　９日 作成者　　山田　訓広

活動内容
実施予定

担当 備考

通風の活用、扇風機の併用

５



CO2排出量 ㎏ 26,671 25,001 -6.3% 23,761 -5.0% ○
購入電力 ｋＷｈ 14,708 14,450 -1.8% 14,442 -0.1% ○

ガソリン使用量 ℓ 3,756 3,700 -1.5% 3,637 -1.7% ○
軽油使用量 ℓ 3,665 3,150 -14.1% 2,912 -7.6% ○
灯油使用量 ℓ 626 590 -5.8% 399 -32.4% ○
水使用量 ㎥ 433 400 -7.6% 394 -1.5% ○

グリーン購入率 ％ 85.0% 90.5% 106.5% 90.6% 100.1% ○

廃棄物排出量 ｔ 1.791 1.730 -3.4% 1.725 -0.3% ○

廃棄物

２０２５年度 環境経営目標の実績とその評価（２０２５年１月～２０２５年１２月）

項目 単位 基準年
（2020年）

目標数値 目標削減率 実績数値
実績削減率
（対目標比）

評価

軽油については対目標-7.6％、対前年-6.3％

対目標、対前年とも達成。
昨年のような規模の大きな計画外作業も発生せず、問題
はなかった

収集運搬時の環境に配慮した運行は環境経営計画に沿って実行された。

特定化学物質の使用実績はなし。使用する洗剤、ワックス等の化学物質選定は今後も方針を維持する。

地域での環境活動については、浜名湖クリーン作戦に参加した。

また、事業所周りの清掃、駐車場隣地境の草刈等は継続して実施された。

対目標－0.1％、対前年-0.1％

対目標、対前年ともほとんど横ばいながら数値は達成。
冬場は例年以上に日々の気温差が大きく、暖房による電力使用量のコン
トロールが難しかった。猛暑も続いており夏場の冷房による電力量も増大
した。
冷暖房の使用があまりない月でのコントロールは問題なかったが、夏・冬
のピーク時の対応をより注力したい。

ガソリン・軽油使用量

ガソリンについては対目標－0.8％、対前年-0.2％

対目標比、対前年比とも削減を達成。
前年に引き続き基準年水準以下にとどめることができた。

環境事故の発生はなかった。緊急時対応訓練を実施したが手順に問題はなく、訓練手順の変更はしない。

購入電力の二酸化炭素排出係数は、中部電力２０１８年度調整後（事業者全体）係数　0.472（kg-CO2/ｋWh)を使用。

対象期間は1月～12月の暦年とする。

　上記実績表のとおり、各項目とも目標数値はクリアすることができた。対前年比も一部項目で未達のものはあるがほぼ達
成できた。また、数値化していない目標については問題なく実施された。

電力使用量

燃油使用量はすべて目標値を達成している。灯油については目標との差異はあるが、総量が少なく全体への影響は小さ
い。電力量については、今年も季節による冷暖房運転などの影響で対目標、対前年比ともほとんど減少はならなかった
が、ぎりぎりとはいえ達成したことは評価したい。廃棄物排出量は昨年より対象を見直して基準年及び目標数値を設定し
た。今回は、目標値は達成したが前年よりは増加。変更２年目でもあり以降の推移を観察する。このため全体の基準年、
目標値の見直しは考えない。

２０２６年度の環境経営目標は本書4ページの　「④環境経営目標」　に記す。

令和８年２月１０日　　環境管理責任者　山田　訓広

対目標－1.5％、対前年-3.7％
前年、前々年に引き続き目標値水
準を僅かに下回る状況。

水使用量

廃棄物は昨年から
基準年、対象物を
変更。目標値は達
成したが、前年比
では増加。

実績数値
実績削減率
（対目標比）

評価

廃棄物排出量は2025年より対象を見直し、産業廃棄物排出量を合算することとした。このため本項目のみ2021年を基準
年とする。廃プラスチックの立米／トンの換算率は0.35とする。

項目 単位 基準年
（2021年）

目標数値 目標削減率
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

計画 ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画

実績 ○ ○ ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○ ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画

実績

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画

実績

計画 ○

実績 ○

計画 ○ ○ ○ ○

実績 ○ ○ ○ ○

計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 ○

計画 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

実績 ○

次年度へ
の反映

機材更新時の省エネ機材導
入を推進

臼井

２０２５年　環境経営計画の検証
作成　令和　8年　２月　９日 作成者　　山田　訓広

活動内容
実施予定

担当
実施内容・評価

陽射しの室内への導入（冬
期）

増田
黒川

通風の活用、扇風機の併用

照明器具のON、OFFの徹底
（単独スイッチ設置）

コンセント抜き差しの徹底

エアコンの設定温度、夏２
８℃、冬２３℃に設定

グリーンカーテンの設置（継
続）

○

○

継続

継続

計画的、効率的な運転ルート
の走行

タイヤの空気圧チェック

各車両別に燃費計測を実施

継続

継続

○

○

不要な荷物を降ろす

暖房使用時の室温に応じたス
イッチのＯＮ，ＯＦＦの徹底

増田
黒川

水使用量の
削減

トイレの水流し音発生器の活
用

増田
黒川

水漏れ点検の実施

蛇口に節水こまの設置

二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
の
低
減

燃
油
使
用
量
の
削
減

購
入
電
力
量
の
削
減

不必要なアイドリングの禁止

カーエアコンを控える/作業中
のエアコン停止

廃棄物排出
量の削減

コピー用紙の両面使用

増田
黒川

不要な紙の再利用

FAXのペーパーレス

ゴミ分別の徹底によるペットボ
トル、瓶、缶等のリサイクル

山田
久留島
杉山

急発進、急加速の禁止

グリーン購
入推進

物品購入時に省エネ、環境配
慮製品を優先

増田

大型機材については省エネ
製品に特定

臼井

グリーン購入チェックリストにて
購入管理

増田

受託産業廃
棄物の収集
運搬におけ
る環境配慮

作業手順に従った安全作業
の実施（環境事故防止）

久留島
計画的、効率的な運転ルート
の走行

排気ガス、騒音等の抑制のた
め適正な車輌整備

継続

継続

○

○

化学物質使
用量の削減

特定化学物質含有製品不使
用の維持

臼井
作業内容見直しによる、その
他化学物質使用量削減

○

自社HPによる企業情報及び
環境活動状況の公開

教育訓練及
び社内啓蒙

朝礼時、環境及び安全衛生
教育の実施 山田

杉山
環境セミナー等への参加

臼井

環境コミュニ
ケーション
および

地域環境活
動への貢献

所属企業団体と連携した地域
貢献活動の実施及び参加

臼井

近隣への配慮活動（本社周り
清掃・駐車場草刈等） 山田

杉山
近隣への情報公開の推進

評価 内容

本社（きゅうり）・葵東（トマト・
きゅうり）で実施

業務用掃除機を小型の
充電式掃除機に順次更新

継続

継続

継続

継続

○

○

○

○

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

発生無

○

○

○

○

○

○

○

○

発生無
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２０２５年度　取組事例報告

環境管理責任者　　山田　訓広

グリーンカーテン

収穫前植付け

今年の取組

引き続きグリーンカーテンを設置いたしました。今年はトマトときゅうりの２種を栽培しま
したが、毎年のことで従業員さんからも好評です。
また、浜名湖クリーン作戦が開催されましたので、平松町の会場にて参加してまいりまし
た。
環境標語コンクールは今年度も継続して実施してまいりました。
事業所周りの清掃、整備も実施し、こちらも継続いたします。

葵東営業所の道路側敷地境の草刈りと清掃を年3回実施
本社周りの排水溝清掃、駐車場周りの草刈り等も各２回実施

8

環境標語コンクール

事業所周り清掃、整備



条項 遵守事項または規制基準 当社の適応及び対応 遵守評価

第１４条 管轄都道府県知事の許可
有効期限　令和　８年８月１９日
静岡県　　　２２０２０２９７４７

○

第１４条３第３項 名義貸しの禁止 該当無 ○

 第１２条３第３項 マニフェストの期間内返却 違反なし　一部電子マニフェスト対応　 ○

 第１２条３第７項 マニフェスト交付状況の報告 令和７年６月浜松市長あて報告 ○

 第１２条３第９項 マニフェストの保管 ５年間保管 ○

第１６条 不法投棄禁止 適法 ○

同上　施行細則 第２２条 産業廃棄物運搬実績報告書提出 令和７年６月静岡県知事あて報告 ○

浄 化 槽 法 第１０～１１条 保守、点検、清掃 年１回実施 ○

第５７条 乗車又は積載の制限等 過積載の禁止　違反なし ○

第６２条 整備不良車両の運転の禁止 始業点検、定期点検の実施 ○

第４７～４９条 使用者の点検及び整備の義務
法定点検、車検
始業前点検等の実施及び記録

○

第６６条 自動車検査証の備付け等 違反なし ○

家電リサイクル法 第６条 家電4 品目の適正な引渡し リサイクル料金の負担　適法処理 ○

第５条 廃車の引き取り業者への引渡し 発生無

第７３条  リサイクル料金の支払い 購入時のリサイクル料金預託 ○

化 管 法 第５条 特定化学物質の排出量の把握他 対象化学物質の使用実績　無 該当無

安 衛 法
同 規 則

第５７条
第33条

化学物質の有害性の表示
GHSラベル貼付
安全データシート取得

○

第16条 第1種特定機器の点検義務 管理者による自主点検（1回/3か月） ○

第41条 第1種特定機器廃棄時の引渡し義務 フロン回収業者への引き渡し 発生無

騒 音 規 制 法 第6条 特定施設の届出　空調機　７．５Kw 対象設備　該当無 該当無

振 動 規 制 法 第6条 特定施設の届出 対象設備　該当無 該当無

静岡県生活環境の保
全等に関する条例

騒音５３条
振動８０条

特定設備設置の届出
対象　空気圧縮機　3.75KW以上

対象設備　該当無 該当無

浜松市産業廃棄物の適
正な処理に関する条例

第10条 委託先の実地確認と記録 令和　７年６月２４日実施 ○

環 境 基 本 法 第8条 自主努力義務・行政への協力 環境経営の推進・EA21認証取得 ○

地 球 温 暖 化
対 策 推 進 法

第5条 自主努力義務・行政への協力 環境経営の推進・EA21認証取得 ○

循 環 型 社 会
形 成 推 進基 本法

第11条 廃棄物の３R・適正処理の推進 分別の徹底・再資源化 ○

リ サ イ ク ル 法 第4条 適正廃棄 ○

グリーン購入法 第５条 事業者及び国民の責務 グリーン購入の推進 ○

作成　　令和　８年　２月　９日

環境管理責任者　　山田　訓広

努

力

義

務

責

務

環 境 関 連 法 規 の 遵 守 状 況 の 確 認 及 び 評 価

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

道路交通法

道路運送車両法

義
　
　
　
　
　
務

法規・条例・規制

フロン排出抑制法

また、近隣からの訴訟や苦情はありません。

自動車リサイクル法

違 反 、 訴 訟 の 有 無

１.環境関連法規等の遵守状況

　令和７年１月から令和７年１２月までの一年間、当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違
反はありませんでした。

２．違反、訴訟等の有無

環境関連法規等への違反はなく、関係当局からの違反等の指摘及び指導は、過去３年間ありません。

９



1 ☑
2 ☑
3 ☑
4 ☑
5 ☑
6 ☑
7 □

1

2

3

4

5

6

変更の要否

要 ・ 否

要 ・ 否

特に問題なし

環境に関する組織・実施体制

浜松環境整備株式会社

代表取締役 杉山　晴彦

文書・記録として作成済

一部目標未達、管理の徹底を指示

継続実施

別紙記録のとおり

項　　　目

別紙記録のとおり問題点の是正・予防措置の実施状況

その他（　　　　　　　　　　　　　）

環境経営方針

環境関連法規要求一覧及び遵守状況

外部コミュニケーション・対応記録

２０２６年　２月１１日

要 ・ 否

要 ・ 否

要 ・ 否

要 ・ 否

環境経営目標

環境経営計画

その他のシステム要素

二
、
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

代表者による全体の評価と見直し

一
、
見
直
し
関
連
情
報

エコアクション２１文書

環境経営目標及び目標達成状況

変更を要する場合の指示事項

　環境経営方針は変更せず継続。
　本年度も電力、燃油消費量ともに目標値を達成することができた。
　グリーン購入については問題なく実施できた。
　廃棄物排出量は25年度に従前の一般廃棄物排出量のみから産業廃棄物排出量を合
算することとした。基準年を2021年とし、この年の排出量から毎年削減できるよう
目標値を設定した。本年はこの基準年排出量、目標値は下回ることができたが、前年
値は超えてしまった。変更２年目でもありしばらくは推移を観察したい。ごみ減量の
取り組みは継続する。
　環境経営計画や緊急時の対応については問題なく実施されており、次年度も継続と
する。
　このため、実施体制や中長期目標、基準年などの見直しは実施しない。
　引き続き目標達成ができるよう、全従業員に対しての環境意識向上の取組を改めて
すすめていきたい。

環境経営計画及び取組実施状況

その他
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